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第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」は、

各地区の特徴を踏まえた「地区別計画」、区役所・区社会福祉協議会・地

域ケアプラザ等が地域と協働し取り組む「区域計画」、さらに、それら

を総括する基本的指針である「全体計画」で構成されています。 

地域の課題解決に向け、区民・事業者・行政が協働して計画を推進して

いますが、その概要を年度毎に「推進状況報告書」としてまとめ、冊子を

発行しています。 

第３期緑区地域福祉保健計画 

「みどりのわ・ささえ愛プラン」 

推進状況報告書 
 

● 「第１章 計画の概要」をご参照ください 

  緑区の地域福祉保健計画の経過や計画の内容、特徴や、年度に取り組

んだ事業などを紹介しています。 

 

● 「第 2 章 地区別計画」をご参照ください 

  区内 11 地区それぞれの概況や人口データ、地区の取組などをまとめ

ています。 

● 他の地区の取組も参考になります 

自分の住んでいる地域の取組を知りたい！ 

 
 

計画の概要を知りたい！ 

 
 

緑区全体の取組や推進状況について知りたい！ 

 

 

 

● 「第 3 章 区域計画」をご参照ください 

  「地区別計画」の取組支援を目的とした「地区支援目標」と、区域で

の必要な取組として選定した「６つの重点テーマと目標」で構成され

る「区域計画」の主な取組などを紹介しています。 

● 「参考」ページに地域ケアプラザの一覧をのせています。 

  福祉や保健に関することや、地域活動に関する情報提供などをして

いる身近な施設としてご活用ください。 

他にどんな情報が載っていますか? 

 

 

 



 

第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」 

 

令和 2 年度 推進状況報告書 
－ 目 次 － 

 

    

 

 

    １  地域福祉保健計画とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

    ２  緑区の地域福祉保健計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

    ３  第３期計画の内容と特徴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

    ４  第３期計画の推進と第４期計画の策定に向けた取組について・・・・・・・・７ 

        

 

 

     「地区別計画」の推進について    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

     東本郷地区    地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   11 

     鴨居地区      地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   13 

     竹山地区      地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  15 

       白山地区      地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  17 

       新治中部地区   地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   19 

      三保地区     地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   21 

      山下地区     地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   23 

      新治西部地区   地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   25 

       十日市場団地地区 地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   27 

       霧が丘地区    地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   29 

       長津田地区    地域と主な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   31 

 

 

 

         「区域計画」の推進について         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  33 

         地域ケアプラザについて            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  61 

          東本郷地域ケアプラザ              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  61 

          鴨居地域ケアプラザ                ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  62 

          中山地域ケアプラザ                ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  62 

          地域包括支援センターふじ寿か園    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  63 

          十日市場地域ケアプラザ            ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  63 

          霧が丘地域ケアプラザ              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  64 

          長津田地域ケアプラザ              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64 

          緑区社会福祉協議会の主な取組      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  65 

          緑区役所の主な取組                ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67 

●＜参考＞地域ケアプラザ          ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   69 

 

 

 

  

第１章 計画の概要 

第２章 地区別計画 

第３章 区域計画 

（表 紙 中 面）推進状況報告書 活用の仕方 

（裏表紙中面）編集・発行者 

 



第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書 
第１章 計画の概要 

第１章 計画の概要 

地域福祉保健計画は、誰もが身近な地域で安心して暮らせるまちをつくるため、地域の福祉保健を推

進するための基本理念や課題を明らかにし、課題解決に向け、市民・事業者・行政が協働で取り組む計

画で、社会福祉法第 107 条に基づきます。 

横浜市には、市全体の計画である市地域福祉保健計画（以下「市計画」という。）と、区ごとに策定

する区地域福祉保健計画（以下「区計画」という。）があります。 

また、地域福祉の推進を目指し、地域住民・福祉保健等の関係団体や事業者等が地域で主体的に進め

ていく計画として、社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画があります。 

 それぞれの計画は相互に補完・連携し、役割分担をしていくものであることから、横浜市では、地域

にわかりやすい計画となるよう策定のプロセスを共有し、整合性のとれた１つの計画として一体的に策

定しています。これにより、行政や市民、地域福祉活動団体、ボランティア、事業所などの地域にかか

わる方々にとって、より協働しやすく、より実効性のある計画となることを目指しています。 

(1) 第１期計画（平成 18～22 年度）

緑区では、平成 16 年度策定の「市計画」を受け、「みどりのわ・ささえ 

愛プラン」第１期計画を平成 18 年１月に策定しました。 

策定にあたっては、区内 11 連合自治会単位で地区別意見交換会を３回ず 

つ開催しました。また、分野別団体別インタビュー、区民アンケートを実施 

し、そこで出されたさまざまな意見を、「つながり」「人材・担い手」「機会・ 

場」「情報」「安心・安全・健康」の５つのキーワードに分類し、各団体の代 

表者や公募委員、学識経験者で構成する策定委員会で検討を進めました。 

そして、計画の基本理念と、上記のキーワードを核とした５つの基本目標 

などを設定しました。 

 

 

 

 

 

(2) 第２期計画（平成 23〜27 年度）

第１期計画の振返り等を踏まえ、区内 11 地区の実状や地域の特色を活かし、区民と協働で策定する「地

区別計画」と、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が地域と協働し、緑区全体で取り組む「区計

画」の２つで構成することとしました。 

この第２期計画は、日常生活に関連した課題などに対する地域の取組計画をまとめた「地区別計画」と、

地域を越える課題や、近隣では対応しにくく区全体を対象とした課題、地域の取組を支援する計画などをま

とめた「区計画」とが互いに連動することで、より有効な計画となっています。 

２ 緑区の地域福祉保健計画

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあうまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」を大切にするまちづくり（キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（キーワード：情報） 

基本目標５ 「安心・安全・健康」のまちづくり（キーワード：安心・安全・健康） 

●第１期計画の基本理念と基本目標

１ 地域福祉保健計画とは
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第１章 計画の概要 

① 地区別計画策定の経過

■地区別計画策定委員会の立ち上げ・委員会の開催

「地区別計画」を区内 11 連合自治会・地区社会福祉協議会を単位と

して策定することとし、地区別計画の策定等を中心となって進める「推進 

母体」としての役割をもつ「地区別計画策定委員会」を、各連合自治会を 

中心に順次立ち上げました。委員会は、連合自治会、地区社会福祉協議会 

（以下、「地区社協」という。）、民生委員・児童委員、保健活動推進員、地 

域の活動団体の代表者などの方々で構成され、区内 11 地区で延べ 32 回 

の委員会を開催し、延べ 450 人の方々が参加して、検討を重ねました。 

また、地区別計画策定に向けた委員会の開催主旨や、今後のスケジュール 

の説明、各地区の取組内容などの情報交換などを行うことを目的に「地区別計画策定連絡会」を４回開

催しました。 

■地区支援チームの設置

地区別計画策定に向けて、区役所、区社会福祉協議会（以下「区社協」という。）、地域ケアプラザ等

で構成される「地区支援チーム」を地区ごとに設置しました。 

地区支援チームは、「地区別計画策定委員会」の計画策定を支援するとともに、情報交換や課題の共

有など計画推進の土台を構築しました。 

■みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会からの提言等

「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」では、「地区別計画策定委員会」の検討状況の報告

を受け、地区別計画の策定に向けた提言や進捗管理を行いました。 

② 区計画策定の経過

第２期となる区計画の策定にあたっては学識経験者や自治会、地区社協などの方々で構成される「み

どりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」を開催し、検討を行いました。その結果、第１期計画の基

本的な考え方を継承し、基本理念と基本目標を再定義したうえで、「目指す姿」を追加することとしま

した。 

③ 第２期計画の振返り ※下線部分について第 1 期計画より変更しました。

■地区別計画の振返り

各地区別計画推進策定委員会において、年度ごとに地区別計画の振返りを行いました。平成 26 年度に

第 2 期計画の中間振返りを、平成 27 年度には第 2 期計画 5 か年を振返りました。 

■区計画の振返り

「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」にて、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザ等

が実施した取組等について、定期的に振返りを行いました。振返りを行うなかで、今後取り組んでいくべ

き方向性について提言がありました。 

●第２期計画の基本理念と基本目標

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあう つながりのあるまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」のあるまちづくり（キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（キーワード：情報） 

基本目標５ 「安全・安心・健康」のまちづくり（キーワード：安全・安心・健康） 

2



第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書 
第１章 計画の概要 

■「みどりのわ・ささえ愛プラン推進状況報告書」の発行

地区別計画・区計画について「推進状況報告書」を毎年度発行し、推進状況を確認しました。 

④ 第 3 期計画策定の経過

■地区別計画策定

平成 26 年度から、第 3 期計画に向けた「地区別計画推進策定委員会」が各地区で開催され、第 2 期地

区別計画の推進に加え、第 3 期地区別計画に向けた課題や取組について意見交換が行われました。 

■区計画（全体計画・区域計画）策定

「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」が地区別計画を含めた第 2 期計画での取組状況を把握

して振返りつつ、平成 26 年度からは、第 3 期計画の策定に向けた検討も行ってきました。 

■第 3 期計画策定に向けた取組

第 3 期計画策定に向け、区全域の福祉保健にかかる現状や課題、ニーズ等を把握するため、平成 26 年

度に「区民アンケート」及び「分野別・団体別グループインタビュー」を実施しました。 

「地区別計画推進策定委員会」や「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」において、その結果

を踏まえながら、第 3 期計画策定に向けた話し合いを行いました。 

■みどりのわカフェの開催

第 3 期計画素案公表期間内には、第 2 期計画のこれまでの取組と、第 3 期計画素案を周知するとともに

素案への意見募集のために、PR イベント「みどりのわ・Café」を「緑区市民活動支援センターみどりー

む」で開催しました。 

＜「みどりのわ・Café」の様子＞ 
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第１章 計画の概要 

(1) 基本理念・基本目標の継承

第 1 期計画から「基本目標」として掲げている「つながり」「人材・担い手」「機会・場」「情報」「安全・

安心・健康」の 5 つのテーマについては、福祉保健施策に必要な要素であることから、第 3 期計画におい

ても、「基本理念」とともに計画全体の総合的な指針として継承することとしました。 

(2) 計画構成の見直しと「区域計画」の設定

■区計画・地区別計画の関係性

地域での日常生活の課題や取組をまとめた「地区別計画」と、その中で抽出された、区全体を対象とした

課題や地域での活動を支援する取組などをまとめた「区計画」が、互いに連動することでより有効な計画

となっています。 

■第 2 期計画の区計画の課題

第 2 期計画を推進していくなかで、次のような点が課題として挙げられるようになりました。 

●第 2 期計画の「区計画」で提示した「具体的な取組」は、個々の事業や取組の内容が抽象的になり、計

画の推進状況などを確認することが難しい。 

●取組主体となる、地域・区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザ（地域包括支援センター）などが、

それぞれ個別に取り組む内容となっていたため、連携・協働した取組が見えづらい。 

●地区に共通する課題への取組や「地区別計画」を支援するための仕組みづくりなど、「区計画」に期待さ

れる役割も大きくなっている。 

■区計画から「区域計画」へ

第 2 期計画から「地区別計画」が加わり、「基本目標」は、「区計画」と「地区別計画」の両方にかかる目

標として設定されましたが、第 1 期計画の「基本目標」＝「区計画」（計画全般）の色合いが強く残ってい

ました。そこで、第 3 期計画においては、計画全般を「全体計画」、区計画を「区域計画」とし、「地区別

計画」も含め、構成の見直しを行いました。 

(3) 区域計画の地区支援目標及び重点テーマの設定

■地区支援目標について

第 2 期計画を推進していくなかで、「基本目標」に応じた各種取組と並行して、各地区で着実に推進さ

れている「地区別計画」の充実や広がりが期待されるようになりました。 

そこで、「地区別計画」の取組への支援を強化するとともに、他地区に広がるきっかけづくりや情報共

有を進めることを目指し、「区域計画」に「地区支援目標」を設定しました。 

■区域計画の重点テーマについて

第 3 期計画をより実践的な計画とすることを目指し、

「区民アンケート」や「分野別・団体別グループインタビュー」を踏まえて、重点的な課題を抽出し、そ

のテーマに沿った目標と具体的な取組を設けました。この「重点テーマと目標」を「区域計画」に設定す

ることで、計画の方向性や推進状況の把握・進行管理をより明確にすることができます。 

３ 第３期計画の内容と特徴
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第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書 
第１章 計画の概要 

＜第 3 期みどりのわ・ささえ愛プラン 概要＞ 

「地区別計画」の特徴 

区内の 11 連合自治会・地区社協単位で開催 

される「地区別計画推進策定委員会」（以下、 

地区別委員会という。）が中心となって、各地区 

の特徴を活かした「地区別計画」を策定していま 

す。第 3 期「地区別計画」は、平成 28 年度から 

の５か年間に行う、それぞれの地区の特徴をふま 

えた各種の目標と、地域課題の解決のための具体 

的な取組をまとめています。 

「区域計画」の特徴 

 「地区別計画」の取組支援と他地区に取組を広げ

るきっかけづくり等を推進する「地区支援目標」と

重点的なテーマに沿った事業ベースの具体的な取

組をまとめた「重点テーマと目標」で構成されてい

ます。実現に向け、区役所、区社会福祉協議会及び

地域ケアプラザ等が、地域や関係団体・事業者など

と協働で取り組んでいきます。
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第１章 計画の概要 

●区域計画

＜地区支援目標＞ 

目標１ 
地域での「つながり」づくりの取組を支援し、ともに推進しながら、他の地域へも取組を 

広げていきます！＜つながり＞ 

目標２ 
多くの人が地域で活躍でき、地域活動が広がっていくことを目指し、地区の支援やコーディ 

ネートを行います！＜人材・担い手＞

目標３ 
より身近な地域で活動できるよう、地域活動における「機会」「場」に関するノウハウを 

共有し、活用します！＜機会・場＞ 

目標４ 地域情報を共有・活用できる体制づくりをすすめます！＜情報＞ 

目標５ 
地域の取組を共有するとともに、活動の広がりを意識しながら継続して取り組めるよう、

支援を行います！＜安全・安心・健康＞ 

＜重点テーマと目標＞ 

日常的な見守り体制づくりに関する取組 テーマ①

(1) 見守りが必要な人への地域でのゆるやかな見守り体制づくりを支援します

(2) 関係機関・団体・事業者等の連携を深め、組織を超えて情報共有ができる体制づく

りをすすめます

認知症に関する取組 テーマ②

(1) 認知症の人とその家族が地域で安心して暮らせるよう、認知症に関する普及

啓発の取組をすすめます

(2) 身近な地域を一歩出ても、気づきの目があるネットワークづくりをすすめます

障がい児・者に関する取組 テーマ③

(1) 障がい児・者が必要な支援を受けることができ、より積極的に身近な地域活動へ

参加できることを目指します

(2) 障がいに関する理解を広めるとともに共に支える人を増やし、組織的に活動でき

る体制づくりをします

子ども・子育てに関する取組 テーマ④

(1) 生まれる前から学齢期まで、切れ目のない子ども・子育て支援をすすめます

(2) 児童虐待防止に向けた取組をすすめます

災害時に支援が必要な方への取組 テーマ⑤

(1) 災害時の支援が円滑にできるような仕組みづくりをすすめます

(2) 災害時に支援が必要な人と周囲の住民の顔の見える関係づくりを支援します

健康づくりに関する取組 テーマ⑥

(1) ライフステージに応じた健康づくりに関する取組をすすめます

(2) 健康で充実した生活を送れるよう、活躍できる機会・場づくりを支援します

目標 

目標 

目標 

目標 

目標 

目標 
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第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書 
第１章 計画の概要 

(1) 第３期計画（平成 28〜令和 2 年度）の推進

第３期計画では、「みどりのわ・ささえ愛プラン」の基本理念である「共に支えあう つながりのあ

るまちづくり」の実現に向けて、第２期計画での取組を充実・発展することを目指して取り組みます。 

また、令和元年度から「地区別計画推進策定委員会」「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」

と名称を変更し、第 4 期計画（令和 3～７年度）の策定に向けた検討も行っています。 

※今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止しました。

①「地区別計画」の推進について

地区別計画に掲げられた各目標の実現を目指し、「地区別計画推進策定委員会」が中心となり、地

域課題の解決に向けた取組を行うとともに、地域福祉保健の推進にかかる各種の情報の共有や意見交

換や振返りを行います。 

  また、推進にあたっては、地域住民が主体となって推進していけるよう、区役所・区社会福祉協議

会・地域ケアプラザ等の職員で構成する「地区支援チーム」が引き続き支援します。 

②「区域計画」の推進について

  第１期・第２期計画に引き続き、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」が、第３期計画 

で掲げた「地区支援目標」及び「重点テーマと目標」を中心に取組状況の把握や振返りを行います。

また、「地区別計画」の推進に向けた助言等を行うとともに、各地区が共通で抱える課題や地区の 

先進的な取組の拡充を目指し、「区域計画」との連動に向けた提案等を行います。 

＜第 3 期 推進体制イメージ＞ 

４ 第３期計画の推進と第４期計画の策定に向けた取組について
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第１章 計画の概要 

(2) 令和２年度の推進策定スケジュール

 令和２年度は第３期計画の推進５年目として、第３期計画の推進とともに、第 4 期計画の策定に向けて検

討を進める予定でした。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況に鑑み、第４期計画の

策定は令和３年度に行うことと見直しました。 

  一方、感染予防対策をしっかり行い、地域が主体となり継続的に行っている活動もあり、コロナ禍の中で

も地区別計画の推進となる取組が行われています。 

(３) 「地区別計画推進費」の活用

 平成２４年度から、地域が主体的に行う課題解決に向けた活動等を支援するための「地区別計画推進費」

を各地区で活用しています。地区別計画推進策定委員会において具体的な活用策と取組内容を検討しており、

地区別計画の推進の一助となっています。 

●動画の常時放映

第 3 期計画の周知を図るため、初年度に作成した PR 動画を多くの方に視聴

いただけるよう、区役所１階のイベントスペースで常時放映を行っています。

あわせて、地区別リーフレットについても配架し地区別計画の周知に努めました。 

＜区役所 1 階での動画常時放映＞ 
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第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書 
第１章 計画の概要 

●第４期計画策定に向けて

令和 3 年度から始まる第４期緑区みどりのわ・ささえ愛プランは、第３期計画から体系図を見直します。

区域計画の構成として「地区別計画を支える取組」、「区域全体での取組」を定めるなど、取組内容を分

かりやすくする予定です。
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第２章 地区別計画 

第２章 地区別計画 

 

(1) 地区別計画推進策定委員会について

地区別計画に掲げられた各目標の実現を目指しつつ、第 3 期計画推進にむけた意見交換を活発に行う「地

区別計画推進策定委員会」（以下、「地区別委員会」という。）が開催されています。委員は、連合自治会、地

区社協、民生委員・児童委員、保健活動推進員、地域の活動団体の代表者など、地区の実状に合わせて組織

されています。 

既に地域では、自治会活動を中心にさまざまな活動が行われています。担い手の確保や世代間の連携など

の共通課題を解決するとともに、これまでの地域活動を継続し、団体間の連携体制をより強化することなど

が求められています。地区別委員会では、そうした地域課題の解決に向けた取組を行うとともに、計画の推

進に係る各種情報の共有や意見交換を行い、地区別計画の目標に向けた地域の取組状況の把握や振返りを行

います。地区別委員会は、例年各地区の実状に応じて年間２～10 回開催されています。 

しかし今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大の影響のため、多くの地区で開催を見合わせました。 

(2) 地区支援チームについて

緑区では、区役所の運営責任職・保健師や社会福祉職、区社協責任職・職員、地域ケアプラザの所長・地

域活動交流コーディネーター・生活支援コーディネーター・地域包括支援センター職員（社会福祉士、主任

ケアマネジャー、保健師等）で構成される「地区支援チーム」が地区ごとに編成されています。そして、「地

区支援チーム会議」を毎月開催し、チームメンバーが日常業務の中で把握した地域の情報や、地域展開して

いる事業の情報、そこから分析した地域の課題などを共有し、解決策や取組について検討しています。こう

して、住民主体の地区別計画の推進に向けた地域の取組支援、地区別委員会や地域住民の活動支援をしてい

ます。 

(3) 地区別計画推進策定委員会連絡会の開催

地区別委員会の委員長、地区支援チームのチームリーダーなどが参加する「地区別計画推進策定委員会連

絡会」を８月に開催しました。地区別委員会の開催状況やスケジュールの説明、各地区の取組内容などの情

報交換・意見交換などを行いました。 

(4) 地区別計画推進に向けた各種制度の活用

地区別計画推進に向けて、区役所・区社協等による事業費補助制度を活用しています。平成 24 年度から

継続している「地区別計画推進費（→P.８参照）」とあわせ、さまざまな補助金等の制度を活用し、地域住民

の主体的な取組による地区別計画がさらに推進していくことを目指しています。 

●「地区別計画」の推進について
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

東本郷地区別計画推進策定委員会

 

緑区の東端に位置し、地区の東側は港北区、南側は神奈川区、北側は都筑区に隣接しています。北側は平

野が広がり一部は農地となっていますが、南側は台地となっており、昭和４０年代からの計画的な宅地開発

により、戸建てや集合住宅の集まる住宅地となっています。 

坂道が多く、最寄りの鴨居駅まで距離がある地域もありますが、平成 19 年３月に住民の要望によりミニ

バスが開通し、多くの住民に利用されています。 

＜主な関連施設＞  

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：東本郷小学校、東鴨居中学校（鴨居地区と共有） 

地域ケアプラザ等：横浜市東本郷地域ケアプラザ

東本郷１～６丁目、東本郷町 地域 

＜年齢区分別人口＞ 令和２年（2020 年）9 月末

人 口 比
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第２章 地区別計画 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

～令和２年度の取組～ 

東本郷地区 地区別計画 

防犯カメラの設置 

目標１ 地域の人達がつながり、支え合い、一緒につどい楽しみを共有できるまち 

目標２ 色々な世代の人が地域活動やボランティアに参加しているまち 

目標３ 地域情報が行き渡り、地域全体で支援が必要な人を見守るまち 

目標４ 身近な所で健康づくりができ、いつまでも健康に過ごすことができるまち 

目標５ 地域全体で防犯・防災に向け取り組み、安全・安心に暮らせるまち 

令和２年度はコロナウイルス感染拡大防止を徹底しながらの計画推 

進が最重点課題となりました。皆さんで知恵を出し合い、工夫をし、 

自治会や社会福祉協議会のニュース発行、ホームページや回覧、掲示 

板による情報発信と提供、ラジオ体操や体操講座などによる健康づく 

り活動、特殊詐欺防止や地域防災拠点などの防災訓練等による防災・ 

防犯などへの取組は、継続して実施することができました。特に東本 

郷地区では、初めてとなる防犯カメラ設置も行いました。 

一方、不特定多数の方が一堂に集うことが難しい状況の中、地域のつながりづくりを象徴する

取組である「ひがほん郷まつり」や、「盆踊り」「夏まつり」などの活動は、中止をせざるを得ま

せんでした。 

しかしながら、１月には十分な感染拡大防止（受付にて名前を記入、検温、手指消毒の後、会

場入場）を、徹底した上で、鶴見川河川敷にて「どんど焼き」を実施することができました。 

晴天に恵まれた中、正月各家庭で年神様として、 

迎え入れた門松等を使い、くみ上げられたやぐら 

に火が入れると、炎はたちまち、高く、高く燃え 

上がりました。皆さん、その火を見つめながら、 

思い思いに無病息災などを願われておられました。 

また、地区社会福祉協議会では、「フードドライ 

ブ」を実施、コロナ禍の中で、必要な人に必要な食 

材を届けるための活動にも取り組みました。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

鴨居地区別計画推進策定委員会

 

緑区の東側に位置し、地区の北側に鶴見川を挟んで都筑区、南側は神奈川区、保土ケ谷区に隣接する南北

に長い地区です。地区北部には鴨居駅があり、駅を中心に商店街、医療機関が密集しており、南側には丘陵

状に住宅地が広がっています。駅周辺は平地ですが、他は起伏に富む地形となっています。 

地域ケアプラザをはじめ、障がい者の地域作業所、通所施設など福祉施設が多くあります。

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：鴨居小学校、緑小学校、東鴨居中学校（東本郷地区と共有） 

地域ケアプラザ等：横浜市鴨居地域ケアプラザ 

鴨居１～７丁目、鴨居町 地域 

＜年齢区分別人口＞ 令和２年（2020 年）9 月末

人 口 比
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第２章 地区別計画 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

鴨居地区 地区別計画 

目標１ 「『安全・安心・健康』のまちづくり」のために 

目標２ 地域での『つながり』を大切にし、地域における後継者を育成するために 

～令和２年度の取組～ 

 平成 31 年４月から、本格稼働した「鴨居チョイボラ」も４月の緊急事態宣言を受け５月まで、

ボランティアの受付を中止していました。６月から、活動を再開し新型コロナウイルス感染の予

防に気を付けながら、依頼を受けています。 

令和２年度は合計２９件（令和３年１月末時点）を受け、対応しました。これからも地域のつな

がりを大切にし、住みやすい鴨居にしていくため、取り組んでいきます。 

 毎年 11 月に鴨居小学校で開催していた「鴨居福祉まつり」。今年度は三密を避けながら、そ

れでも『つながり』を途切れさせないためにと考え、参加団体に協力を依頼し、紙上まつりとし

て「ステイホーム鴨居福祉まつり 2020」を発行しました。各団体からバラエティあふれる原稿

が集まり、賑やかな鴨居福祉まつりを実現することができました。

 鴨居会館食事会、鴨居ケアプラ食事会では、毎年、年 6 回、高齢の

方を対象にしたお食事会を開催していましたが、新型コロナウイルス

の影響で今までのような形での開催が難しくなりました。 

 しかし、「今、できることをやろう！」の掛け声で、みんなで相談

し、「集まれないのなら、お食事を届けよう」と、配食へと活動の切り

替えを行いました。密にならないように、必要最低人数のボランティ

アさんで食事を作り、ボランティアさんと民生委員さんとで、参加者

のご自宅にお届けしました。 

いきいきサロン鴨居が 10 周年 

 2010 年９月に始まった「いきいきサロン鴨居」が 10 周年を迎えました。地域の高齢者が

気軽に集まれる居場所として、続けてきました。11 月 29 日には 10 周年の式典を行い、長年

協力してきた方々へ感謝状や記念品をお贈りしました。コロナ禍で、サロンが思うように開催で

きない１年でしたが、これからも地域の居場所・つながりの場づくりとして、続けていきます。 

鴨居チョイボラ 継続して活動中！ 

ステイホーム鴨居福祉まつり

お食事会から配食へ

≪コロナ禍でも地域での『つながり』を大切に…≫ 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

竹山地区別計画推進策定委員会

 

緑区の南側に位置し、地区の南側は保土ケ谷区に隣接しています。 

昭和 40 年代に開発された竹山団地が中心にある丘陵地の住宅街です。この地区は、竹山中公園、竹山二

丁目公園、竹山南公園等をはじめ、緑豊かな街並みが続きます。

緑区の中では最も高齢化が進んでおり、年少人口比率も最も低い地区となっています。

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：竹山小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市鴨居地域ケアプラザ 

 

 

竹山 1～4 丁目 地域 

＜年齢区分別人口＞
令和２年（2020 年）9 月末

人 口 比
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第２章 地区別計画 

竹山地区 地区別計画 

目標１ ボランティアの取組を充実します 

目標２ 知りたい情報を分かりやすく伝えていきます 

目標３ 世代間・活動団体間の交流をすすめます 

～令和２年度の取組～ 

平成 21 年にオープンした「竹山ボランティアセンター」では年間約 50 件

前後の依頼に対応しています。これからも、誰もが安心して暮らせる地域を目

指して、ボランティアセンターを再度周知していきます。掲示板に掲載するチ

ラシを新たに、作成しました。

○「竹山ボランティアセンター」の取り組みの周知強化へ

○「竹山配食ボランティア」×「カプカプ竹山」

○ふれあいさろん竹多久の換気工事が終わりました！

竹山地区の皆さんの憩いの場であった、ふれあいさろん竹多久の換気工事が終

了しました。換気扇を追加し非常扉も設置しました。三密対策をとりながら営業

を再開しています。 

また、ふれあいさろん竹多久で不定期に開催していた「カフェぶらり」ですが、

横浜市の事業を活用し、タブレット 4 台を導入することができました。今後は

「リモートカフェぶらり」も開催していきます。 

 竹山配食ボランティアでは、令和 2 年 4 月より、カプカプ竹山さんにユーコー

プ竹山店からのお弁当の受け取りを依頼し、共同での活動を始めました。 

コロナ禍で地域活動の再開が難しいなか、毎週火曜日の配食サービスは、見守り

を兼ねた大事な活動となっています。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

白山地区別計画推進策定委員会

 

緑区の東方に位置しており、地区の南側は旭区、北側は都筑区に隣接しています。北側には鶴見川が流れ

ています。ＪＲ横浜線沿いの地区西側には白山ハイテクパーク（産業団地）、市営バス車庫、東側には大規模

マンションが建っています。道路沿いに企業、商業施設等が並んでいます。

また、南側に向かって丘陵状になっており、計画的に整備された戸建中心の閑静な住宅地が広がっていま

す。 

＜主な関連施設＞  

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：鴨居中学校 

地域ケアプラザ等：横浜市鴨居地域ケアプラザ 

＜年齢区分別人口＞
令和２年（2020 年）9 月末

人 口 比

地域 白山１～４丁目 
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第２章 地区別計画 

 

 
 
 
 
 

白山地区 地区別計画 

目標１ 防 犯 地域の防犯力を高めよう 

目標２ 防 災 自助・共助・近助の力を育もう 

目標３ 福 祉 孤立化を防ごう 

目標４ 子どもの健全育成 子育てしやすい地域づくりをめざそう 

目標５ 環 境 ごみ・美化・地球温暖化などの課題に地域で取り組もう 

～令和２年度の取組～ 

みんなで進めよう！ 

自助・共助・近助による安全・安心なコミュニティづくり！！ 

～高齢者世帯を中心にマスクケースを配布しました！～ 

白山地区では、白山地区社会福祉協議会が中心となりマスクケース

を作成し、自治会、民生委員児童委員の協力のもと、高齢者世帯に

マスクケースを配布いたしました。

配布の際には、体調の確認やコロナウイルス感染防止の声掛けを行

いました。

～「コガモひろば」＆「はくさん HAPPY MAMA’S」～ 

コロナ禍で開催が難しい子育て支援ですが、「コガモひろば」も

「はくさん HAPPY MAMA’S」も、スタッフが様々な工夫をして９月

から活動を再開しました。三密を避けるため二部構成にしたり、定

員を減らしたり、入替時の消毒の徹底を行っています。 

～猫の手清掃活動実施中！～

 感染対策をとりながら、草むしり、

ゴミ拾い、落ち葉清掃を実施しまし

た。

また個人依頼にも対応しています。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

新治中部地区別計画推進策定委員会

 

明治 41 年横浜線開通と同時に中山駅が開業し、駅周辺に市街地が形成されました。現在も中山駅を中

心に緑区総合庁舎や警察署などの行政機関、福祉保健施設があり、駅前には商店街などの商業施設があり

ます。また、横浜市営地下鉄グリーンラインが平成 20 年 3 月開通しました。 

一方、南側には県立四季の森公園や長坂谷公園があり、緑豊かな環境となっています。 

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：中山駅（ＪＲ横浜線・横浜市営地下鉄グリーンライン） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：上山小学校、中山小学校、中山中学校、森の台小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市中山地域ケアプラザ 

地域 台村町、森の台、寺山町、中山 1～6丁目、上山 1～3丁目 

＜年齢区分別人口＞
令和２年（2020 年）9 月末

人 口 比

19



第２章 地区別計画 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

新治中部地区 地区別計画 

目標１ 防犯・防災に強い、安心できるまちにしたい 

目標２ 次世代につながるまちにしたい 

～令和２年度の取組～ 

防犯、防災キャッチフレーズ 

アンケート部会の取組

地域の防犯・防災意識を高めていく取組として、 

地域の小・中学生を対象として、小学生は防犯、 

中学生は防災についてのキャッチフレーズとなる 

標語を募集しました。 

平成 25 年度から始まり 8 回目を迎えた今年度も 

コロナ禍の中、425 件という多くの標語が集まり、

最優秀 4 作品を含む 35 作品が入選作品として選出 

されました。入選作品の表彰式は例年「地域ふれあい 

フェスティバル」で行っていましたが、令和 2 年度は

各学校に自治会役員が出向き、表彰を行いました。 

「子どもたちに新治中部にもっと興味や愛着を持ってほしい。それが将来の新治中部

の活力につながる」というテーマで専門部会を立ち上げました。当初は幅広くアンケート

配布を検討していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、部会の活動も中断とな

りました。12 月より部会を再開し、コロナ禍で安全に行うための調査方法について活発

な意見交換をしています。部会メンバーは、新治中部の子どもたちのことをとても大切に

考えており、調査結果を元に子どもたちに必要な取り組みの検討や、自治会のさらなる発

展へ繋げようとしています。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

三保地区別計画推進策定委員会

 

緑区の中央に位置し、地区の南側は旭区に隣接しています。北側約半分には、いくつかの集合住宅と既存

の住宅など、住宅地が広がっています。南側には「三保市民の森」など広大な緑地が残されていますが、 

ここ数年間で開発が進み、住宅が増えています。 

また、特別養護老人ホームなどの高齢者施設が多くあります。 

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：中山駅（ＪＲ横浜線・横浜市営地下鉄グリーンライン） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：三保小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市中山地域ケアプラザ 

＜年齢区分別人口＞
令和２年（2020 年）9 月末

人 口 比

三保町 地域 
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第２章 地区別計画 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三保地区 地区別計画 

目標１ 地域でのつながりを大切にし、活動を活発にしたい 

目標２ 落ち着いて活動できる活動拠点を増やしたい 

目標３ 地域が団結して、防災力を高めたい 

～令和２年度の取組～ 

コロナ禍でこれまでのように全員が集まって

防災訓練を実施する事ができませんでした。そ

こで、【三保町 避難行動（安全確保）マニュア

ル】を作成し、住民に配布して方法を変えて防災

訓練に取り組みました。 

マニュアルは、「在宅避難」などの避難方法や

他の災害時に役立つ備品の一覧など、自宅にい

ても各自が防災意識を高めることができるよう

に工夫しています。 

目標１・目標２ 

 三保地区では、新たにできた活動拠点『さんさんルーム 

２号館』での活動を増やしていくために、三保地区見守り・ 

居場所づくり検討委員会、さんさんルーム２号館管理運営 

委員会を中心に検討・調整を行いました。そして令和２年 

２月・３月に【書道・写真・折り紙・ヨガ】の４つのサークル 

活動を立ち上げました。新型コロナウイルス感染症の影響で 

今年度の初めは中止しておりましたが、地域のつながりを 

無くさないためにも、感染対策をしながら９月以降サークル 

活動を再開しました。また、新たなメンバーを募集する為、各

サークル活動の情報をまとめたチラシを作成し各自治会で回

覧や掲示するなど、活動をより活発に、そして地域のつながり

を大切にしていけるよう取り組んでいます。 

目標３ 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

山下地区別計画推進策定委員会

 

緑区の北側に、恩田川と鶴見川に挟まれた形で東西に長く位置し、地区の北西側は青葉区、北側は都筑区

に隣接しています。市街化調整区域が多い田園地帯で、丘陵地に市営住宅や戸建の住宅が並んでいます。 

山下地域交流センターや山下みどり台小学校コミュニティハウスが活動の拠点となっています。また、特

別養護老人ホームや介護老人保健施設などの福祉施設が多くあります。 

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：中山駅（ＪＲ横浜線・横浜市営地下鉄グリーンライン）、青葉台駅、藤が丘駅（東急田園都市線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：山下小学校、山下みどり台小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市中山地域ケアプラザ、地域包括支援センターふじ寿か園 

※令和３年４月１日から、地域包括支援ンセンターふじ寿か園は横浜市山下地域ケアプラザに変更

令和２年（2020 年）9 月末
＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 西八朔町、北八朔町、小山町、青砥町 
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第２章 地区別計画 

 

 
 
 
 
 
 

○ 生活支援ボランティア活動を継続中！

令和２年１月から本格稼働した生活支援ボランティアは、コ 

ロナ禍の中で感染防止対策を講じた上で継続して行っています。 

緊急事態宣言中は中止しましたが、夏の訪れとともに、枝切り 

や草むしり等多くの依頼があり、右の表に示したような作業 

を実施しました。令和 2 年４月～1２月まで 50 件対応し、前年 

度の試行期間と同程度の依頼があり、地域の中の「チョットした 

困りごと」を支える取組を続けています。 

山下地区 地区別計画 

目標１ 地域での「つながり」を大切に、健康で元気に暮らし続けられるまちづくり 

目標２ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり 

目標３「防災・防犯」で安心・安全なまちづくり 

～令和２年度の取組～ 

令和２年４月～12 月の実績 
○ 「山下地区安全・安心まちづくりプラン」を改定し、

令和 3 年度からスタートします！ 

これまでの「まちづくりプラン」と「地域福祉保健計画」は 

個別の取組で進めてきましたが、まちづくりプランの改定に当たっ

て両者を融合、抱える課題のうちハード面からの取組みを「まちづ

くりプラン」で、ソフト面からの取組みを「地域福祉保健計画」で 

取り上げることにしました。 

 今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、思うよう 

に地域活動や行事を行うことができていませんが、「誰もが安全・ 

安心を実感できる緑豊なまちづくり」を目指して、出来ることか 

ら工夫しながら取組んでいます。 

〇 山下連合だよりを３回発行、情報発信を進めています！ 

 新型コロナウイルス感染防止のため行事や懇親会等が中止され話題に欠ける中、春、夏、新

年の３回山下連合だよりを発行し、「新型コロナウイルス感染防止策」「山下地域ケアプラザ

進捗状況」「まちづくりプラン改定」「ささえあいバス自主運行状況」「生活支援活動推進状況」

などの情報や活動内容を会員に届けました。 

〇 青パトによる防犯パトロール活動による「安全で安心なまちづくり」に注力！ 

 防犯連絡員や女性防犯員の協力を得て、月５回青パトで防犯パトロールを実施。振り込み詐

欺への注意喚起、児童の下校時の見守りなど、住民の皆さんに安全と安心を届ける活動をして

います。また、山下防犯協会の指導の下、防犯カメラの設置も今年度は新たに二自治会で進み

ました。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

新治西部地区別計画推進策定委員会

 

緑区の西北に位置し、地区の北側は恩田川を境に青葉区に隣接しており、新治町、十日市場町（十日市場

団地地区を除く）、長津田みなみ台６丁目の一部（十日市場町自治会）、長津田みなみ台 7 丁目の一部（後谷

地区）で連合自治会を形成しています。 

十日市場駅南側を中心に、公共施設、商業施設、医療機関やマンションなどの集合住宅を中心とした住宅

が密集している一方、横浜線北側や新治町には農地や新治市民の森などの緑地も多く残されています。 

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：十日市場駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：新治小学校、十日市場小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市十日市場地域ケアプラザ 

令和２年（2020 年）9 月末＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 新治町、十日市場町、長津田みなみ台 6・7 丁目の一部 

注）上記の人口データには、新治町、十日市場町及び 

長津田みなみ台 7 丁目のデータを集計しています。 
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第２章 地区別計画 

 
 
 

 

 

新治西部地区 地区別計画 

目標１ 地域の中での孤立化をなくし みんなの顔が見える環境を目指します 

目標２ 自治会加入を促進し、地域情報をより多くの人に届けます 

～令和２年度の取組～ 

こども村 

～笑顔をつなぐ食支援～ 

コロナ禍において、地域活動はほとんど中止となりました。

この状況下で、地域での孤立化、支えあい、つながりを絶やさな

いためになにかできることがないかを検討し、食支援を行うこと

にしました。 

 地域の多くの方々に食品寄付のご協力をいただき、集まった食

品を困っている方へお渡し致しました。 

 また、十日市場自治会では区社会福祉協議会が行っている食支

援に役立てるため、防災の備蓄米を寄付しました。 

こども村も感染予防対策を図りながら、

こども達の地域の居場所として活動を継続

しています。 

これからも地域で支えあい、みんなの顔

が見える活動、元気な街になるように取り

組みを進めていきます。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会

 

昭和 34 年から 39 年にかけて建てられた市営十日市場住宅を中心とした地区です。建物の老朽化に伴い、 

十日市場ヒルタウンとして平成 3 年から全面的な建替えを実施し、高層化により人口も増加しました。ヒル

タウンの名称のとおり、丘陵状の地形に計画的に整備されています。

また、「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」の取組の一つとして、民間活力の導入や市有地の有効活用

等について検討されています。 

＜主な関連施設＞  

最寄駅：十日市場駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：十日市場中学校 

地域ケアプラザ等：横浜市十日市場地域ケアプラザ 

 令和２年（2020 年）9 月末
＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 十日市場町（十日市場団地地区） 

注）上記の人口データには、新治町、十日市場町及び長津田みなみ台

7 丁目のデータを集計しています。 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

 

 
 

十日市場団地地区 地区別計画 

目標１ 地域が団結して、「つながり」を作りあらゆる世代の交流を広げよう 

目標２ 連携して、「見守り」を進め いつまでも支えあえる地域を目指そう 

目標３ 健康や交流を意識した取組を進め 地域をもっと元気にしよう 

～令和２年度の取組～ 

～お茶飲み会～ 

コロナ禍において、感染予防対策を図りながら、地域でつながれる場所として「お茶飲み会」、

「おたのしみ昼食会」、「こども村」などを開催しました。 

お茶飲み会は、お茶菓子を

食べながらお話をするのでは

なく、マスクをしながら、少

しの時間でもお話をする活動

に切り替え開催しました。 

その他にも地区ボランティアセンターの活動や配食サービスを実施しました。 

これからも『いつまでも支えあえる十日市場団地』を目指し、地域で団結して「つながり」

を作っていきます。

昼食会も事前予約を取

り、換気を図りながら 1 方

向を向きながらの開催を

行いました。 

～お楽しみ昼食会～ 

こども村も同様に感

染予防対策を図りなが

ら、こどもたちの地域の

居場所として活動を継

続しています。 

～こども村～ 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

霧が丘地区別計画推進策定委員会

 

緑区の西方に位置し、地区の南側は旭区に隣接しています。昭和 54 年から日本住宅公団（現在の霧が丘

グリーンタウン）の入居が始まり、昭和 56 年に十日市場町から区域変更された比較的新しい街です。 

街路樹、歩行者専用道路など（通称「赤道」）、計画的に整備されていることが特徴的で、緑豊かな公園が

点在し、恵まれた自然環境は南側に隣接する新治市民の森に続いています。 

平成 20 年に横浜市初の小学校跡の建物を活用した複合施設「霧の里」が開所し、住民の活動の場として 

定着してきています。

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：十日市場駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：霧が丘小学校（旧霧が丘第二小学校）、霧の里（旧霧が丘第三 

小学校） 

地域ケアプラザ等：横浜市霧が丘地域ケアプラザ 

 

令和２年（2020 年）9 月末

＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 霧が丘１～６丁目 
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第２章 地区別計画 

霧が丘学園校区 学校家庭地域連携事業講演会 

 学校家庭地域連携事業では専門家の先生をお招きし、タイムリ 

―な話題の講演会を毎年開催しています。 

 今年度は聖マリアンナ医科大学感染症講座教授の國島広之氏を 

お招きして『新型コロナウイルス感染症』～現状と今後の対応～ 

と題して行われました。専門的な内容もありましたが、先生の軽 

妙な語り口もあり非常にわかりやすく、100 名以上集まった聴 

講者もメモを取りながら熱心に聞き入っていました。 

～令和２年度の取組～ 

 

 

 

 

 

 

 

霧が丘地区 地区別計画 

目標１ 「地域でのつながり」を大切にするまちづくり 

目標２ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり 

目標３ 「安心・安全・健康」のまちづくり 

防犯パトロール 

 ゴミを拾うことで街をきれいにする美化活動、こどもたちや依

頼された方の見守り活動も兼ねて連合及び各自治会で行っていま

す。空き巣などの被害予防にもなっています。 

 防犯パトロールに参加する事で、顔見知りが増え交流も広がっ

ています。 

防災訓練 

 いつ起きてもおかしくない地震。いざ、地震が起きた時に地域の

方で助け合えるように様々な訓練を行っています。今年度ははまっ

こトイレ設置訓練や火災が起きた時に地域住民でも消火できるよう

に放水訓練、さらにコロナ禍における受付訓練を中心に行いました。 
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       第３緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書第２章 地区別計画 

長津田地区別計画推進策定委員会

 

緑区の最西端・最北端に位置し、南北に広い地区です。西は東京都町田市、北は青葉区、南は瀬谷区、 

南東は旭区に隣接しています。区内で最も広く、人口、世帯数ともに最大となっています。 

近年、地区の東西を貫いている国道 246 号線東側、長津田みなみ台の大規模開発に伴い、大型商業 

施設、大規模マンション等が増加し、転入者が増加しています。また、駅北口地区市街地再開発により、都

市型住宅等の整備も進められており、駅周辺に保育施設が多くあります。 

＜主な関連施設＞ 

最寄駅：長津田駅（ＪＲ横浜線・東急田園都市線・こどもの国線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：いぶき野小学校、長津田小学校、長津田第二小学校、田奈中学校 

地域ケアプラザ等：横浜市長津田地域ケアプラザ 

 
令和２年（2020 年）9 月末

＜年齢区分別人口＞

人 口 比

地域 
 長津田１～７丁目、長津田町、いぶき野、 
長津田みなみ台１～５丁目、６・７丁目の一部 

注）長津田みなみ台７丁目のデータは、新治西部地区・十日市場団地地区に集計しています。 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

長津田地区 地区別計画 

目標１ 地域情報の発信と共有をすすめます 

目標２ 若い人も高齢者も活躍できる地域づくりをすすめます 

目標３ 日頃の見守りから「いざ」という時の支えあいにつなげます 

目標４ 認知症の人も障がいのある人も、 

その家族も暮らしやすい地域づくりをすすめます 

～令和２年度の取組～ 

地区別計画を具体的に進める「向こう三軒両隣ともに支え合うまちづくり運営委員会」の３

つの部会（高齢者福祉部会、こども・子育て部会、ささえあいネット部会）をコロナ禍の状況

を踏まえた上で開催しました。各部会での取組みを進めた他、「長津田地区食支援」を通じた

地域づくりにも取り組みました。 

【高齢者福祉部会】 

買い物に行くことが困難な方に向けて、宅配や出張販売等の買い物マップを作成しました。 

【こども・子育て部会】 

コロナ禍で子育ての情報得る機会が少なくなったため、子育て情報が必要な方に情報を届け

られるよう「長津田地区 子育て情報紙」を作成しました。 

【ささえあいネット部会】 

地域のささえあいの意義を周知するため、「ささえあいネット通信」を作成しました。 

【長津田地区食支援】 

コロナ禍で食の確保が困難になった方に向けて、長津田地区内で食材の寄付を募り、必要な

方に配分しました。計３回実施し、１回当たり約 30 名に配分しました。 
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第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」令和２年度推進状況報告書 
第３章 区域計画 

第 3 章 区域計画 

 

（１）「区域計画」の構成と取組主体 
区域計画は、「地区別計画」の取組支援と他地区に取組を広げるきっかけづくり等を推進する「地区 

支援目標」と、重点的なテーマに沿った事業ベースの具体的な取組をまとめた「重点テーマと目標」の

２つで構成されています。 

この「地区支援目標」と「重点テーマと目標」の実現に向け、区役所、区社会福祉協議会及び地域ケ 

アプラザが、地域や関係団体・事業者などと協働で取り組んでいきます。

（２）地区支援目標

「地区支援目標」は、各地区で展開されている「地区別計画」を中心とした取組について、その充実

や実現に向けて、助言等を行うとともに各種助成制度などの活用により、支援を行います。 

また、「地区別計画推進策定委員会」や「地区支援チーム」における活動を通じて、各地区の取組を 

把握し、その手法やノウハウを蓄積して効果的に地域に情報提供することで、他地区にその取組を広 

げるとともに、取組の支援を行ないます。 

目標１ 
地域での「つながり」づくりの取組を支援し、ともに推進しながら、他の地域へも取組を 

広げていきます！＜つながり＞ 

目標２ 
多くの人が地域で活躍でき、地域活動が広がっていくことを目指し、地区の支援やコーディ 

ネートを行います！＜人材・担い手＞

目標３ 
より身近な地域で活動できるよう、地域活動における「機会」「場」に関するノウハウを 

共有し、活用します！＜機会・場＞ 

目標４ 地域情報を共有・活用できる体制づくりをすすめます！＜情報＞ 

目標５ 
地域の取組を共有するとともに、活動の広がりを意識しながら継続して取り組めるよう、

支援を行います！＜安全・安心・健康＞ 

（３）区域計画の重点テーマと目標

 「重点テーマと目標」は、「区民アンケート」、「分野別・団体別グループインタビュー」や、各地区 

の「地区別計画推進策定委員会」などでの意見を参考に、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員 

会」の提言に基づき、区域での取組が必要と考えられる６テーマを選定しました。 

また、「目標」や「主な取組」に関しては、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザを中心に検 

討を進め、それぞれのテーマの必要性に関して、「背景と取組の方向性」「これまでの取組」「期待され

ること・求められていること」などを経て、項目を選定しました。 

（４）「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」について 
第１期、第 2 期計画に引き続き、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」が、地区別計画を

含めた第３期計画での取組状況の把握や振返りを行っています。 

委員は、学識経験者、福祉保健活動団体等の代表などで構成しています。 

＜令和２年度の開催状況＞ 

第１回を令和３年３月下旬に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、書面開催としまし

た。 

テーマ１ 日常的な見守り体制づくりに関する取組 テーマ４ 子ども・子育てに関する取組 

テーマ２ 認知症に関する取組 テーマ５ 災害時に支援が必要な方への取組 

テーマ３ 障害児・障害者に関する取組 テーマ６ 健康づくりに関する取組 

●「区域計画」の推進について
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第３章 区域計画 

（1） 日常的な見守り体制づくりに関する取組

■ひとり暮らし高齢者等地域で見守り推進事業

行政が保有する 75 歳以上のひとり暮らし高齢者及び 75 歳以上の高齢者のみで構成される世帯

（以下、「ひとり暮らし高齢者等」）の情報を活用し、支援や見守り等を望んでいる方を把握するとと

もに、必要な支援の実施や地域での顔の見える関係づくりを目的としている事業です。 

 民生委員・児童委員、地域包括支援センター、区役所の三者が連携し、ひとり暮らし高齢者等の名

簿をもとに、対象者宅へ訪問等を行い状況の把握を行っています。訪問の結果は三者で共有し、必要

に応じてサービスの情報提供や継続した見守りを行うことで、高齢者の方が地域で孤立することなく

安心して生活できる地域づくりを行っています。 

 令和元年度には、75 歳以上の高齢者のみで構成される世帯にも対象を広げました。令和２年度は、

名簿に掲載されている方のうち、新たに 75 歳になられた方や緑区に転入されてきた方（約 1,800

人）を中心に状況の把握を行いました。 

 新型コロナウイルス感染症が拡大している中でも、感染対策を徹底し訪問方法を工夫しながら、高

齢者の見守りを行っています。 

■成年後見サポートネット

令和２年度より、これまでの成年後見サポートネットの機能を拡充し、新たに区域の権利擁護の相談

分析や課題検討等を行う「専門職会議」とこれまでの「全体会」の２部制を「区協議会」として位置づ

け、10 月に第１回目を開催しました。また、市民後見人の育成支援を目的とするため、「市民後見サポ

ートネット」を別途位置づけ、12 月に第１回目を開催しました。 

専門職会議では、成年後見等の専門職団体でもある弁護士・司法書士・行政書士・社会福祉士の方々

と共に各相談機関が受けている相談を分析し、課題整理や今後の方向性等の話し合いを進めています。

今年度の全体会では、専門職会議でも参加している弁護士より、補助・補佐についての基本的な理解と

支援に生かすポイント等の講義を行いました。また、市民後見サポートネットでは、コロナ禍で困った

こと、工夫したことについて、市民後見人を含む関係機関と一緒に話し合いを行いました。 

● ６つの重点テーマの推進状況
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第３章 区域計画 

（２）認知症に関する取組

■認知症キャラバンメイト通信の発行

認知症サポーター養成講座を行うキャラバン・メイトの

みなさまへの支援として、毎年、認知症キャラバン・メ 

イトのつどいを開催していますが、今年度は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止の観点から中止となりました。

代替として、キャラバン・メイトのみなさま向けに、

活動に役立つ情報や各地域包括支援センターからのメッ 

セージを伝えるための「緑区キャラバン・メイトだより」

を発行しました。引き続き、コロナ禍でも工夫を凝らして 

認知症の普及啓発の取組を進めていきます。 

（３）障害児・障害者に関する取組

■ライフデザイン講座の開催

緑区では、障害のある方とその家族が将来について

考える機会として連続講座を開催しています。「親亡き 

後の障がい者の生活を親あるうちに準備するライフ 

デザイン講座」で、住まいやお金のこと、成年後見制度 

のことなど様々なテーマで緑区基幹相談支援センター 

あおぞら、緑区障がい者後見的支援室みどりのこかげ 

が企画し、緑区高齢・障害支援課及び区内の地域ケアプ 

ラザが協力して実施しています。

令和２年度第２回講座「障害福祉サービスとライフデザインについて」では緑区高齢・障害支援課ソ

ーシャルワーカーが講師を務め約４０名が参加しました。皆さん熱心に聴講されて、「サービスについ

て知ることができて良かった」といった感想も聞かれ好評でした。 

■障害者週間イベントとみどりハートフルマーケット

令和２年１２月２日から４日まで緑区役所で「緑区

障害者週間イベント２０２０～みんな もっと いっ 

しょに たのしもう み・ど・り！～」を開催しました。 

イベントは国の定める障害者週間（１２月３日から９日

まで）に合わせて障害福祉への理解を深めるために、区 

内障害福祉サービス事業所や特別支援学校など障害福祉に関わる 42 機関と区役所が一緒になって企

画したものです。今回はコロナ禍の中でも楽しんでもらえるように、ハンドベルの演奏や人形劇を映像

で上映したり、事業所紹介に映像を活用しました。障害者によるアート作品の展示、障害者事業所の自

主製品の販売がにぎやかに催され、連日多くのお客様が買物を楽しんでいらっしゃいました。 

  また、緑区役所ではこうした障害のある方の活躍の場づくりとして、自主製品の区役所販売「みどり

ハートフルマーケット」を定期的に開催しています。障害のある方が元気な声で呼び込みをしながらお

弁当、パン、ビーズアクセサリーなどの雑貨を日替わりで販売し、区役所に訪れた方が立ち寄っていま

す。 
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（４）子ども・子育てに関する取組

■緑区寄り添い型生活支援事業 ～ミドリンクラブ～

令和３年２月に「緑区寄り添い型生活支援事業～ミドリンクラブ～」が始まりました。

放課後の時間に、簡単な家事や学校の宿題等に取り組むことで、生活習慣や学習習慣を整えることが

目的です。ほかの子どもたちやスタッフと一緒に、いろいろな体験を通じて、自分の得意なことに気づ

いたり、興味のあることを見つけたり、将来の目標や夢を持つきっかけを作ります。家庭環境に左右さ

れることなく、一人ひとりが自立した社会生活を送れるように支援していきます。 

（５）災害時に支援が必要な方への取組

■災害時要援護者支援事業の啓発

災害時に避難行動の支援等の配慮が必要な方（高齢者や障害者、乳幼児、傷病者、外国人など）を支

援するために、日頃から地域で顔の見える関係づくりのための取組を進めることが大切です。今年度は

各地区での取組状況について確認し、区内の２地区で取組の啓発を実施しました。 

 これまで緑区では、ささえあいカードを活用した「手上げ方式」の取組が多く行われていますが、収

集した個人情報の更新の手間が課題として挙げられています。引き続き、その他の取組手法についても

紹介し、地域で支援の取組が広がっていくことを目指します。 

（６）健康づくりに関する取組

■感染症予防対策研修

新型コロナウイルス感染症拡大予防の取組の一環として、区内の高齢者施設及び障害者施設を対象と

した研修を開催しました（６月、11 月に計５回）。研修では、当該感染症の基礎知識や感染防護策、施

設職員として必要な手袋着脱の実演レクチャーなどを実施しました。参加者からは、「基礎知識を再確

認することができてありがたかった」「集団感染につながった事例共有は有意義だった」「ヒヤリハット

を自分事として他職員と共有したい」等のご意見をいただきました。 

■コロナ禍での元気づくりステーションの取組

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、元気づくりステーションの活動も一時中止となりました。５月

に緊急事態宣言が解除された後、区高齢者支援担当、地域包括支援センターと元気づくりステーション

の担い手の方を中心に感染防止対策を行ったうえでの活動の形を話し合いました。その後、活動場所、

活動内容などを見直し、多くのグループが活動を再開しました。 

思うように活動ができない一年でしたが、これまでの活動を通して築いてきた参加者同士のつながり

の大切さを改めて実感することができました。 
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 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、第 39 回緑区社会福祉大会は令和３年３月 22 日に緑区

役所にて、授賞式のみ行いました。感染予防対策を取りながら、緑区において永年にわたり、社会福祉活動

に携わってこられた多くの団体や個人の方３１名の功績に感謝し、地域福祉の一層の充実を図ることを目的

に表彰が行われました。 

 一方、令和元年度、令和２年度と新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、例年大会の第二部として

行っていたシンポジウムの実施ができませんでした。 

次のスライドは、本来予定していた「子ども・子育てに関する取組」についての内容となっています。 

地域で行われている、子ども・子育て世帯向けの取組を紹介します。 

●第３９回 緑区社会福祉大会について

ぜひ、ご覧ください！ 
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地域ケアプラザとは 

高齢者、子ども、障害のある方など誰もが地域で安心して暮らせるよう、身近な福祉・保健の拠点

としてさまざまな取組を行っている、横浜市独自の施設です。 

緑区では６つのケアプラザと１つの地域包括支援センターがあります。令和３年４月にふじ寿か園

地域包括支援センターが、山下地域ケアプラザとなり、緑区では７つのケアプラザとなります。 

地域包括支援センター 

介護保険に限らず、高齢者に関する総合的

な相談を、専門職がお受けします。 

生活支援体制整備 

高齢者が地域で自分らしく暮らし続けるこ

とができるように、生活支援、介護予防、社

会参加の充実した地域づくりをすすめます。 

地域活動交流 

赤ちゃんから高齢者まで、すべての方と対象に、

お部屋の貸出しや講座の開催、ボランティア活

動の相談・支援を行っています。 

 
 
 
 

●東本郷地域ケアプラザ

 

 

その他、居宅介護支援事業所、通所介護を行っています。 

「お家でできる簡単体操」 

動画配信 

不要不急の外出自粛が求められた緊急事態

宣言下、体力低下を防ぐ目的に、ホームペ

ージでの動画配信を行うとともに、同じ内

容の印刷物を発行、配布を行いました。 

ハイブリット

参加型相談会 

行政書士の相談会を会場

と Web の２通りの参加

方法で実施しました。 

皆さんの生活を一変させたコロナウイルス渦の中での、新たな取組を紹介します。

お米の配分 

年越しにあたり、１２月に地域の皆さんや緑区社会福祉協議会の協力を受け、ご要望のあった方々

にお米を配分しました。 

＜皆が分かち合い、必要な人に必要なものを届ける＞

＜新たなつながり方へのチャレンジ＞

● 地域ケアプラザ・地域包括支援センターについて
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●鴨居地域ケアプラザ

 
 
 
 
 

●中山地域ケアプラザ

コロナ禍でもつながる“モノ”づくり

 人と人との接触が控えられるコロナ禍で、こんなときだ

からこそ～つながろう、今～をテーマに新たなつながり方

を模索し、動画を通じた交流に取り組みました。ケアプラ

ザ祭りに協力頂いていた団体に出演を依頼し、インタビュ

ー動画を YouTube で配信。動画の上映会も開催しまし

た。『歴代所長対談編』では地域の方へのメッセージなどを

発信しています。 

鴨居地域ケアプラザ 13周年記念動画 
～つながろう、今～ 

あなたに知ってほしいから  
『鴨居地域ケアプラザ 人生すごろく』 
コロナ禍でも『ケアプラザのことをもっと知ってほしい』

という想いから、このすごろくは生まれました。

みんなですごろくを楽しみながら『赤ちゃんから高齢者

まで』鴨居地域ケアプラザはいつもあなたのそばにいる

ことを知っていただきたいです。

 

 

 

自主事業は内容、人数制限をして実施しま

した。アコーディオンの音に合わせて 60 名

で大声で歌う「歌声ハーモニー」も中止して

いましたが、7 月から「アコーディオン演奏

会」として少人数で再開しました。歌う事は

できないけれど、 

久しぶりに講師や 

お仲間に会えて嬉 

しそうでした。 

エリアのケアマネジャー事業所へ訪問して

「サービス B の出前勉強会」として、サービ

ス B の説明を行いました。サービス B の活

動内容を知ってもらう事で、ケアマネジャー

が実際に活動を見学するきっかけとなり、サ

ービス B とケアマネジャーを繋ぐことができ

ました。 

地域活動ホームあおぞらの皆さんが、散歩レ

クの途中で中山地域ケアプラザに寄って紅茶ボ

ランティアさんが淹れた紅茶を楽しんでいただ

く「あおぞらカフェ」。 

試行錯誤し、ポットに入れた紅茶をケアプラザ

の入口で手渡す、という方式に変えました。 

お手紙を添えたり、 

繋がりを大事にし 

ています。 

地域のボランティアさんが、YouTube 動

画「NAKAYAMA 地域子育てチャンネル」

を立ち上げました！やまちゃん・ありちゃん

がコロナ禍でも、おうちで楽しめる遊びを沢

山紹介しています。ぜひご覧ください！ 
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●地域包括支援センターふじ寿か園

●十日市場地域ケアプラザ

お茶べりサロン☆山下 山っぱれ塾（エンディングノート書き方講座） 

今年度は、サロンの開催が難しかったが、

10 月の天気のいい日に青空サロンを開催

しました。藤棚の下で、近況報告をし、脳

トレをみんなでしました。久しぶりの再開

に皆さんよろこんでいました。集まること

が出来ない月は、脳トレ体操やクイズなど

の冊子を配布しています。 

エンディングノート書き方講座を全 8回で

予定をしていましたが、1 月は中止となり

ました。毎回、テーマが決まっており、講

師の先生をおよびして2時間半の講座はア

ッという間です。好評でほぼ全員が毎回参

加しています。 

今年度は新型コロナウイルス感染対策や空調設備改修工事に伴い、10 月 19 日までボランティ

アコーナーのみの貸室開館となっていました。

自主事業については、感染対策を図りながら、人数制限、申込制などを取り入れて開催しました。 

今年度の取り組みとして、現在の暮らしの家計状況、お金の使い方の見直しのヒントを学ぶ講座と

して、「見直してみよう！お金のつかい方」を開催。元気づくりステーションの担い手の方々に向

けに、新型コロナウイルス対策の周知と自宅でできる体操の実践を学ぶ講座として、「元気づくり

ステーションの効果と今日からできる体操講座」を開催いたしました。

また、「こども村」「笑顔をつなぐ食支援」を地域と連携を図りながら開催し、「お茶飲み会」「元

気づくりステーション」などの再開に向けた支援を行いました。 
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●霧が丘地域ケアプラザ

 

●長津田地域ケアプラザ

霧が丘地域ケアプラザの取組 

○うたごえサロン

歌うことで飛沫が飛ぶことから、事業を再開することができませんでした。そこ

で、先生にアコーディオンの演奏をしながら歌ってもらい、それを YouTube で

配信する『おうちでうたごえサロン』を開催しました。

≪霧が丘まちともプラン≫ 

 「いきいきと暮らす」「仲間とつながる」「学んで備える」「安心して暮らす」をテーマに、介護予防・仲間

づくり・ボランティア活動支援・生活支援体制整備事業に力を入れ、誰もが住みやすい霧が丘をめざしてい

ます！ 

○ストックフォトコンテスト・霧が丘川柳コンテスト

撮りためた中にある自慢の１枚や霧が丘地域に関する川柳を応募していただき

ました。ケアプラザのホールにて掲示し、来館者の皆さんに投票していただき、

優秀賞を決定し表彰しました。

今回はコロナ禍における取り組みをご紹介します。 

○もくもくひろば（子育て支援事業）

もくもくひろばを Zoom で開催し、スノードーム工作やキャラ弁作りなどを行

いました。Zoom を介し、歌ったり手遊びをしたりして、参加者同士で交流をし

ました。

令和２年度はコロナ禍で、殆どの事業が中止となりました。その中で、「今、地域で必要なことは

何か」を検討した結果、コロナ禍で収入が減ったことにより食事に困っている方に対して食支援を行

うことになり、計３回実施しました。 

食支援を行う上で配分する食品を集めなくてはなりませんが、長津田地区全体に呼びかける必要が

あると考え、長津田地区自治連合会、長津田地区社会福祉協議会、長津田地区民生委員・児童委員協

議会の御協力をいただきました。第１回では 50 名の方より 570 個の食品が集まり、各回多くの寄

付をいただきました。 

配分会は、第１回は学生を対象として行いましたが、第２回以降は学生以外の方にも対象を広げま

した。各回約 30 名の方々に配分できました。 

食支援を受けた方にはアンケートを実施し、食事に困っている状況が把握できた他、地域の方々へ

の感謝のメッセージを受け取ることができました。その中には、「長津田に住んでいて良かった」「地

域の方に支えられていると実感することができた」と、食支援による「地域の支え合い」の一端を見

ることができました。 

この食支援は、コロナ禍における長津田地区別計画推進組織（向こう三軒両隣ともに支え合うまち

づくり運営委員会）の重点活動にも位置づけられており、地域の力を得ながら更に「地域の支え合い」

を進めていきます。 
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新型コロナウイルスに負けるな！地域活動応援プロジェクト 

白山防災座談会 ～「今日、みんなで防災・災害について考え、明日から行動しよう」～ 

緑区社会福祉協議会では「区域計画」の推進について、区役所及び地域ケアプラザと共に、全地区での地

域課題の解決に向け様々な取組を行っています。令和２年度の取組の一部を紹介します。 

緑区社協では「新型コロナウイルスに負けるな！地域活動応援プロジェクト」としてコロナ禍でもつなが

り続ける地域の取り組みを応援しました。取り組みの一部を紹介します。 

●ハガキ DE つながりプロジェクト

「ハガキ」を活用して、活動がお休み中でもボランティア同士・利用者とのつながりを感じてもらう取組

です。緑区ふれあい助成金・緑いきいき助成金の団体やボランティア分科会所属のボランティアグループを

はじめ、区内で活動している市民活動団体等、趣旨に賛同していただける団体に区社協からハガキを無償で

提供しまました。（郵送で送る場合は切手を貼る）ハガキ裏面のイラストは霧が丘にある NPO 法人ぷかぷか

で活動する障害のあるメンバーが描いたものを印刷しました。 

●緑区医師会協力 動画配信

緑区医師会会長二宮浩先生に出演いただき、

コロナ禍での地域活動の留意点と横浜市内で

行われている「ドライブスルー式 PCR 検査」 

についてお話していただき、YouTube で 

配信しました。 

●こんな時だからこそ、再確認！「ボランティア活動は私たちのまちの宝物」リーフレット配布

横浜市社会福祉協議会作成のコロナ禍での地域活動の意義・できることをまとめたリーフレットを配布し

ました。（活動を行う上でのチェックリスト付き。横浜市社協のホームページからダウンロードできます。） 

 他にもアルコールの手に入りにくい時期に消毒液を一括して購入し、希望するボランティアグループなど

に配布し、利用していただくなど、つながりが途切れないために活動を支援しました。 

連合自治会の防災活動、民生委員・児童委員による災害時要援護者支援活動への関心が非常に高い白山 

地区での活動をより発展・拡大させていくために、区社協として「白山防災座談会」を開催しました。 

「災害時要援護者」と呼ばれる当事者の人たちの困りごとや心配事について、地域活動者（自治会長、民

生委員、地区社協等）と共有する機会・場をつくり、地域として、また住民一人ひとり何ができるかを考

えるきっかけづくりとなりました。 

 地域で暮らす障害のある当事者や家族から「災害時に気になっていること、心配なこと」や「最近の発災

時のエピソード」を、また地域活動者からは、自治会や民生委員等の取組を説明していただきました。参加

者全員に「明日から“防災”について自分自身でやろうと思うこと」という質問をしたところ、「災害時も普

段と変わらない生活ができるように準備しておく」「自治会、隣近所が最後には頼りになるので日頃から挨拶

をしたり、防災訓練には積極的に参加するように周りの人に勧めていく」などの意見が出ました。 

発災時に「助けて」と言える顔見知りを普段から近所につくる、そのきっかけづくりを今後も緑区社会福

祉協議会では続けていきます。 

● 緑区社会福祉協議会の主な取組
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ぺこぺこネットワーク（生活困窮者等への「食」を通じた生活支援事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ぺこぺこネットワークのロゴマーク完成

神奈川県立白山高校美術部の生徒の皆さんにぺこぺこネットワークの

ロゴマークを考えてもらい、多くの作品の中から右記マークに決定しま

した。このマークは、フードドライブののぼり旗や食品の寄付をしてく 

ださった方へのお礼の缶バッチ等にて使用しています。 

●生活困窮者（世帯）等への一時的・緊急的支援

生活にお困りの方（世帯）等へ１回につきおおむね１週間程度の食糧をお渡しし、一時的・緊急的

な食支援を行いました。新型コロナウイルス感染症の影響で食支援の利用者（世帯）が昨年度に比べ

て、多くなっています。また生活福祉資金特例貸付から食支援の利用につながる世帯の中では外国籍

の方も多くなっています。 

【令和２年４～1２月利用実績】 

実利用人員：2７名（世帯） 延べ食支援回数：７３回 

※このうち、外国に関係する世帯：５世帯、ひとり親世帯・未成人の子がいる世帯：10 世帯

●お米の定期便配分

区内の自治会や個人の方より多くのお米の寄付をいただ

けたため、これまで食支援を行った方（世帯）やひとり親世帯の方々を対象として、お米の定期便と 

して２kg または３kg の精米を 1 カ月に１回お渡ししました。 

●セブンイレブン（株）の寄付品を活用した生活困窮世帯向けの「配分会」

セブンイレブンから受付した寄付品をこれまで食支援を行った方（世帯）を対象に、主に日用品

を中心とした配分会を行いました。７世帯の方々にご参加いただきました。 

●ぺこぺこチケット

区内の協力いただけるお弁当屋さん（現在は区内３カ所）で１枚につき 1 個を交換できるチケット

を１週間に 1 回分（世帯人数分）をお渡しする取り組みです。 

 この取り組みは、令和２年 12 月から開始し、今後協力していただける店舗 

を増やしていく予定です。１週間に１回はあたたかいお弁当を食べて欲しい 

という想いから、この取組を始めました。 

●フードドライブ（食の寄付運動）～「もったいない」を「ありがとう」へ～

令和２年度は、募集強化期間を年 4 回設定し、緑区社協以外の区内地域ケアプラザや地域子育て支

援拠点いっぽや竹山団地内のふれあいさろん竹多久等でも受付し、多くの食品の寄付が集まりました。 

●関係機関との連携

フードドライブ以外にも、各地域ケアプラザが地区の各団体と協力して実施した食支援に関する配

分会へ協力するとともに、緑区社協の場所が遠くて来所できない方に対して、近くの地域ケアプラザ

などで食品等をお渡しするなどの連携を進めました。 

ぺこぺこ 110 番（食支援専用電話）：０４５－９３８－５９８８ 

※明日食べるものに困っている方のための専用電話です。必要な方がいればご連絡ください。
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緑区役所では、令和２年度緑区政運営方針において、「次世代につなぐ みんなにやさしいまち～「ふるさ

と みどり」」を基本目標とし、その達成に向けた施策として、「安全・安心なまち」、「いきいき暮らせるま

ち」、「みどりの魅力あふれるまち」の３つの柱を掲げました。第３期みどりのわ・ささえ愛プランについて

も、区政運営方針に位置づけて進めています。今年度の主な事業の実施状況を紹介します。  

なお、実施にあたっては新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、取組形態を見直す等工夫をしました。 

１ 安全・安心なまち   

(1) 災害に強いまちづくり
地域防災拠点情報共有会を９月に開催し、新型コロナウイルス感染症を

踏まえて避難所開設・運営のポイントの説明を行いました。共有会におい 

ては、地域防災拠点での避難者スペースの間仕切り等の運用について運営 

委員と意見交換を行いました。 

また、近年発生している災害を踏まえ、震災及び風水害の際の避難行動 

について、広報よこはま６月号にて「保存版 緑区避難行動（安全確保マ 

ニュアル）」を配付し区民向けに広く啓発を実施しました。

(2) 安全・安心な環境づくり
特殊詐欺防止のための簡易型自動録音機（※）を緑警察署及び区役所窓口にて高齢者向けに配布しました。

（※）機器を電話機に設置すると、電話を受けたとき、警告音声を再生し、電話をかけた側の会話内容を録 

音します。 

(3) 暮らしの衛生の推進
災害時のペット対策として、同行避難や日頃からの備えについて、飼い主向けペット防災啓発講演会（７

月）の開催や地域防災拠点運営訓練での啓発を行いました。引き続き、災害時のペット対策の重要性を伝え

る機会を設けていきます。 

２ いきいき暮らせるまち  

(1) 第３期「みどりのわ・ささえ愛プラン」の推進
今年度は第３期プランの最終年度であるとともに、第４期プランの策定を進める予定でしたが、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大に伴い、多くの地区別計画推進策定委員会やプラン推進策定委員会の開催を見合わ

せたため、引き続き令和３年度にかけて第４期プランの策定を進める予定です。

(2) 妊娠期から学齢期までの切れ目のない子育て支援
地域全体で子育てを見守り支える環境づくりを進めるため、過年度から引き続き、関係機関・団体とのネ

ットワークの活性化を図る「みどり子育て支援連絡会」（オンライン開催）、児童虐待防止に向けた要保護児

童対策地域協議会の実務者会議（１回）を開催しました。また母子保健コーディネーターを新たに配置し妊

娠中から産後の支援を強化しました。 

(3) 地域における青少年の育成
子ども達がまちづくりに携わる楽しさを知るきっかけを作るため、子ども達が自らまちをつくり・運営す

るイベント Mini Mini Midori ですが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、イベント開催を見合わせた

ため、次年度のイベント開催に向けた「子どものまち PR 作品」を Zoom を活用しながら制作しました。 

(4) 高齢者・障害者施策の推進
認知症及び障害者理解の普及啓発の取組として、広報よこはま９月号で「認知症」、同 2 月号で「障害者

理解」をテーマとした特集記事を掲載しました。9 月号では、認知症の症状や相談機関・認知症サポーター

の紹介等、２月号では、地域で活躍する障害のある人の活動や地域の事業所の紹介等を取り上げました。 

検索 

● 緑区役所の主な取組
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(5) 外国人との共生
横浜市では、市内在住の外国人のための生活情報提供、相談を多言語で実施するとともに、日本語教室の

開催、通訳ボランティアの派遣、日本人との交流活動などを行うため、国際交流ラウンジを設置しています。

緑区では令和 3 年３月 7 日に、NPO 法人の運営による「みどり国際交流ラウンジ」を中山駅北口に開設し

ました。 

(6) 生涯にわたる健康づくりの推進
健康寿命延伸を目指した取組として、思いやり健康づくりの日の取組として健康チェックなどを７月に実

施しました。 

また、「食」を通した健康づくりを推進するために、「食べることと噛むことを考えよう」等をテーマにし

た食育の日キャンペーンを８・10・12 月に実施しました。キャンペーン当日には、朝食の大切さに関する

啓発パネルを展示したほか、災害時でもバランスよく食べるための食の備蓄の重要性を周知するため、リー

フレット及び給水バッグを配付しました。

(7) 暮らしのなかのセーフティネット
生活困窮者の自立に向けた支援として、支援を必要とする人の早期把握や、自立した生活を支えるための

ネットワーク構築を目指しています。地域ケアプラザ等と協働し、9 月から 2 月にかけて計 5 回「家計に

関する講座」を区民向けに開催しました。

また、寄り添い型学習支援事業を継続実施するとともに、令和３年２月から寄り添い型生活支援事業を開

始しました。 

３ みどりの魅力あふれるまち 

(1) みどりの魅力を活かした地域活性化
区の魅力再発見のため、緑区ガイドボランティアの会にガイドを依頼し、緑区遺産ガイドウォーキング

（11 月、12 月）を実施するとともに、緑区ならではの地産地消の魅力を発信するため、「夏野菜と出会う

トウモロコシ収穫体験（７月）、「親子で菊芋収穫体験」（11 月）等を実施しました。

また、視覚的・直観的なアートによる区の魅力発信のため、「山下学舎
やましたまなびや

文化祭」を開催しました。昭和 17 年に建築された木造校舎を活用した山 

下地域交流センターを舞台に、資料室に眠っていた黒板や古い農機具など 

を活用したアート作品を制作・展示し、作品の制作風景や映像作品などを 

特設 WEB ページで配信しました。 

(2) 環境行動の推進
国立研究開発法人国立環境研究所の五箇公一氏を講師に招いて「地球温暖化問題とわたしたちの生活にで

きること」と題した生物多様性講演会（２月）を Zoom にて開催しました。また、講演会で緑区内にある５

つの市民の森・ふれあいの樹林及び愛護会の活動を紹介する映像を放映しました。 

(3) 地域の現状を踏まえたまちづくり
住民が主体的に取り組むまちづくり活動のうち、山下地区の安全・安心まちづくりプランの改定を支援し

ました。改定にあたっては、地区におけるまちづくり委員会で議論するとともに住民からの意見募集により

合意形成を図り、12 月に市から認定を受けました。 

(4) 地域力の推進と市民活動の支援
今年度もみどり「ひと・まち」スクールを開講し、10 名の受講生が地域活動について学び、それぞれの

夢プランを発表しました。人数制限によって会場に来られない修了生には Web 会議システム（Zoom）を

用いた視聴や双方向でコミュニケーションを図る工夫を行いました。 

また、区内の地域施設職員を対象とした Web 会議システム（Zoom）操作に関する研修を実施し、コロ

ナ禍での市民活動を支援しました。
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参考 

※令和３年４月１日開所

緑区内の地域ケアプラザ 

誰もが住み慣れたまちで、安心して暮らせる地域をつくっていくための拠点として、地域の福祉・ 

保健活動を支援し、福祉・保健サービス等を身近な場所で総合的に提供する施設です。
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